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                                                    令和６年１月５日 

                                                    教育委員会事務局  

                          

世田谷区立弦巻中学校校舎棟改築に伴う仮設校舎建設及び改修工事（案）について 

 

 

 

  

 

 

１ 主旨 

  世田谷区立弦巻中学校については、昭和３３年から３６年に竣工の北側校舎棟を中

心に改築し、昭和５３年から５８年に竣工の体育館棟とプール棟は既存活用し改修す

ることとして、仮設校舎建設を含め、令和４年１１月に改築基本構想を策定した。 

現在、基本設計を進めており、改築基本設計（案）は令和６年４月に政策会議への

付議を予定しているが、このたび、地盤調査結果により仮設校舎建設において杭工事

が必要となったこと、ＺＥＢ指針に伴う改修工事の一部を前倒しして行う必要が生じ

たことから、これら２件を基本設計（案）に先行し決定する。 

 

２ 経緯等 

（１）仮設校舎建設について 

     基本構想の段階では、学校運営に支障をきたさぬよう、令和６年６月からの賃貸借

契約締結を計画していたが、基本設計業務における学校敷地の地盤調査の結果、軟弱

な地盤であることがこのたび判明した。 

この間、対応案として、現在の基本構想の内容とは異なり、改築校舎を敷地の南側

に整備して仮設校舎を建設しない手法について検討したが、２階にある体育館へのア

クセスが不便となり、北側隣地への騒音・粉じん、夜間校庭開放時の光害の影響等、

周辺の住環境が悪化する。また、改築校舎の配置を変更した基本構想を策定し直す場

合、再度改築基本構想検討委員会を開催することとなり、改築時期の大幅な延伸によ

る教育環境への影響や、これまでの近隣住民等を含めて行ってきた合意形成に大きな

影響が生じることから、現在の基本構想の内容において対応を検討することが最良で

あると判断した。 

そのうえで、軟弱な地盤への対応策として、土地の地盤改良と杭の打設による仮設

校舎建設の双方を経費や工期の面から比較検討した結果、杭の打設による仮設校舎の

建設に大きな優位性が認められた。 

杭の打設による仮設校舎の建設を進めていくためには、杭の打設工事期間として、

当初の想定よりも２か月程度工期を要することとなる。 

本件は、仮設校舎に給食室を整備し自校調理を行っていく予定であり、給食室の移

設準備期間の確保には夏休み中の引越しが必須であることから、当初の予定よりも早

い令和６年４月に契約を締結する必要がある。 

（２）令和６年度改修工事について 

改修工事は主に夏休み期間を活用し、令和６年度に諸室転用改修工事、令和８年度

（付議の要旨） 

 世田谷区立弦巻中学校の校舎棟改築に伴う仮設校舎建設及び令和６年度改修工事（案）

を、基本設計（案）に先行して決定する。 
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に大規模改修工事、令和９年度に諸室復元改修工事を計画していた。改修にあたって

は、「世田谷区公共建築物ＺＥＢ指針」を踏まえてＺＥＢ Ｒｅａｄｙを目指し、令和

８年度の大規模改修工事においてＺＥＢ化への対応を行うことを想定していた。しか

し、基本設計でＺＥＢ化の内容を検討していく中で、令和６年度の諸室転用改修工事

の際に同一諸室のＺＥＢ化の工事を併せて実施することにより、経費抑制や学校運営

の負担軽減につながることが判明したため、ＺＥＢ化の工事を令和６年度に前倒しし

て実施する。加えて、ＺＥＢ化の工事資材であるサッシ等の納期が延びていることか

ら、夏休み期間に大部分の工事を終えるためには、令和６年５月までの契約が必要と

なる。 

 

上記（１）及び（２）の理由により、杭を打設して仮設校舎を建設すること、令和

６年度改修工事においてＺＥＢ化の工事を前倒しして実施することを、基本設計（案）

に先行して決定する。 

   

３ 仮設校舎計画の概要 

（１）建築概要 

①敷地概要 

所在地   世田谷区弦巻一丁目４２番２２号 

敷地面積  １５，６４０㎡ 

用途地域等 北側 第一種中高層住居専用地域 

南側 第二種中高層住居専用地域 

②建物概要  

   構造・階数  軽量鉄骨造、地上２階建  

   延床面積   約３，０７０㎡（プール棟への渡り廊下を含む。） 

（２）配置計画及び平面図 

   別紙１のとおり。 

（３）基礎形式について 

   地盤調査において、深度７～８ｍ程度まで「モンケン自沈（N 値測定のためのハン

マーが自沈するほど軟弱）」の地層が続き、その下の砂礫層で十分な支持力を得られ

る、という結果が判明した。表層の地層を支持層とする直接基礎では、建物沈下やそ

の影響による建具の使用上の支障等が発生するため、深度７～８m 程度までの軟弱層

を避け、深度８～１０m 程度の硬い層を支持層とする杭基礎を採用することとする。

（本数３００本弱、長さ９ｍの鋼管杭（２本継）想定） 

 

４ 令和６年度改修工事の概要 

（１）特別教室の集約等 

    体育館棟及びプール棟を活用し、校舎全体に分散されている特別教室（家庭科室、

美術室等）を各棟１階に集約及び移設して再配置を行う。新校舎竣工までの部屋の変

遷については、別紙２のとおり。なお、本集約により仮設校舎の規模の抑制を図る。 

（２）ＺＥＢ化 

   外壁・サッシ・窓ガラスの断熱改修、高効率空調機・全熱交換機の採用、ＬＥＤ電

灯化を実施する。   
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５ 概算経費 

  約１１．９億円 

 〈内訳〉 
   仮設校舎経費：約９．０億円 

（うち杭関係工事費 約０．７億円） 
令和６年度体育館棟・プール棟改修費：約２．９億円 
（うち特別教室の集約等工事費 約２．７億円、ＺＥＢ化工事費 約０．２億円） 

 

６ 今後のスケジュール（予定）  

令和６年１月    教育委員会 
令和６年２月    文教常任委員会 
令和６年４月    仮設校舎賃貸借契約 
令和６年５月    令和６年度改修工事契約 
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■ 仮設校舎 配置計画 【別紙１】

プール棟

体育館棟

仮設校舎

渡り廊下

校庭

▼仮囲想定ライン

中学校生徒
(西門)

出入口 給食車両
出入口

▼新校舎外形ライン

▼既存校舎外形ライン
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■ 仮設校舎 平面図 【別紙１】

※平面計画は、今後設計を進める中で変更する可能性があります。
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　弦巻中学校諸室転用・復元改修工事について 【別紙２】

現状

仮設校舎期間中

【令和７年度２学期～

令和９年度１学期】

(令和６年度改修工事)

竣工後（予定）

【令和９年度２学期以降】

（令和９年度改修工事）

改修箇所

（２回目）
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